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2025年度第１学期 開講ゼミ シラバス（様式） 

 

科目名 常用漢方薬を知る サブタイトル  

 
担当教員 谷口 抄子 

専門分野 生薬漢方薬学・薬用植物学     

 

● 授業の到達目標及びテーマ 

漢方の独特の診断基準について概要を学びます。各論としては病院などでも処方される機会のある常用の漢方

薬のなかで、呼吸器系疾患や消化器系疾患に利用されることの多い処方について、構成する生薬とそれらの使

い分けについて知ることを目標とします。 

 

● 科目概要 

西洋医学と漢方医学の違いや漢方の基本となる概念を説明します。そのうえで、中心となる生薬により分類

した処方群について、その働きや使い分けを学びます。各処方の学習を横軸に、漢方の概念（縦軸）を理解

できるように進めていきます。 

 

● 授業計画 

 開講日時 各回の講義内容 

第 1 回 4月17日（木） 

14:00～15:30 

漢方の特徴、基本概念、診断法（１） 

第 2 回 5月15日（木） 

14:00～15:30 

漢方の特徴、基本概念、診断法（２） 

第 3 回 6月19日（木） 

14:00～15:30 

桂枝湯類・麻黄湯類の構成生薬とその使い方 

第 4回 8月21日（木） 

14:00～15:30 

人参湯類の構成生薬とその使い方 

第 5 回 9月18日（木） 

14:00～15:30 

承気湯類の構成生薬とその使い方 

テキスト 

◆腹証図解漢方常用処方解説 (三考塾叢刊) 改訂版、東洋学術出版社、高山 宏世（編著）、¥1,980 

ISBN：9784904224588 各自で用意してください 

 

参考書・参考資料等 

◆生薬の働きから読み解く 図解 漢方処方のトリセツ 第2版、じほう、川添和義（著)、¥4,400 

ISBN：9784840753777 

 

◆谷口ゼミ生募集（教員メッセージ） 

西洋医学とは異なる概念をもつ漢方医学ですが、その考え方を知ることで、自分の体調を西洋医学とは違った

視点で眺めることができるようになると思います。実際に利用される処方について、配合されている生薬の働

きや作用の違いなどを含めて学習します。漢方について一緒に学び、体調管理に役立てましょう。 

 

 


